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　平成23年3月11日に東日本を襲った大規模な地震と

津波は、東日本地方の広い範囲に未曾有の被害をもた

らしました。

　犠牲者の皆様に哀悼の意をささげ、ご遺族の皆様に

心からお悔やみを申し上げるとともに、被災された皆

様に心からお見舞いを申し上げます。

　さらに、被災地では原発事故の発生も追い討ちをかけ、

大変困難な状況が続いておりますが、今、全国から、

そして世界から、たくさんの救援の手が差し伸べられ

ております。

　島原市は、平成 3 年の雲仙・普賢岳噴火災害から今

年で丸20年の節目の年を迎えます。全国の多くの皆様

からの心温まるご支援により復興することができました。

私たち島原市民は、その感謝の気持ちを胸に忘れずに、

今回の大震災に対する様々な支援活動を全力で取り組

んでおります。

・3月13日、「自治体防災情報ネットワーク連絡会加

　盟都市災害時相互応援に関する協定書」に基づいて、

　本市で災害用として備蓄していた毛布、タオルケッ

　ト各800枚、給水袋480枚を仙台市へ搬送

・「東日本大震災島原市緊急支援本部」「東日本大震

　災支援島原実行委員会」を設置し、義援金募金箱の

　設置や救援物資の受付、3月18日、応援給水のため

　の水道局職員の現地派遣

・ 3 月31日、市民の皆様から寄せていただきました毛

　布やタオル、下着等の救援物資や島原の天然水を配

　送拠点となっている大村市に搬送

・ 4 月 1 日、本市で定めている基準に基づき、災害救

　助法が適用されております被災自治体に対して、総

　額で680万円の災害見舞金を送付

・ 4 月 5 日、 3 月末までに本市でお預かりしました義

　援金21,422,376円を日本赤十字社長崎県支部へ持参

　（4月15日現在までの義援金総額34,610,605円）

　さらに、市では、被災された方の受け入れも行って

おりまして、本市の市営住宅に、現在、福島県から避

難されました 3 世帯、 8 名の皆様に入居していただい

ております。また、市民皆さんからも被災者受け入れ

についての申し出などもあっております。

　今後、被災自治体への保健師等の専門職員や事務職

員の派遣等も予定していますが、市としては、市民皆

さんとともに力を合わせ、被災地の一日も早い復興の

ために、出来うる限りの支援を続けてまいりたいと考

えております。
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グ ル ー プ 長 職

新　　所　　属 氏　　名

市長公室政策企画グループ長 苑 田 弘 継

総務部経営管理グループ長 本 多　敏 治

総務部税務グループ長 鐘ヶ江 保 親

総務部契約管財グループ長 金 子 忠 教

田 上 伸 一

内 嶋 善之助

市民生活部市民生活グループ長兼市民
相談センター所長

市民生活部市民窓口グループ長
（選挙管理委員会事務局長兼務）

部 　 　 長 　 　 職

新　　所　　属 氏　　名

市長公室長 福 島 正 一

総務部長 本 多 直 行

福祉保健部長兼福祉事務所長 磯 本 憲 壮

議会事務局長

松　本　　正

柏 野 龍 一 郎

市長公室理事
（島原地域広域市町村圏組合派遣）

グ ル ー プ 長 職

新　　所　　属 氏　　名

湯 田 喜 雅

堀 　 利 久

松 田 敏 明

平 山 慎 一

宮 本 政 光

上 田 　 敏

本 田 道 隆

松 下 英 爾

横 田 秀 男

永 石 浩 二

吉 谷 　 均

産業振興部産業政策グループ長

福祉保健部福祉保健総務グループ長兼
福祉事務所次長

教育委員会学校教育グループ長兼有明
学校給食センター所長

産業振興部物産流通グループ長

産業振興部観光・ジオパークグループ長

有明支所長

会計管理者兼会計室長

教育委員会社会教育グループ長

監査委員事務局長

農業委員会事務局長

水道局長

　町内会・自治会は、地域に住む人たちによって運
営されている一番身近な自治組織です。現在、市内
には227の町内会・自治会があり、地域の皆さんで、
お互いに協力し合い、支えあいながら、住みよい豊
かなまちづくりに取り組んでいます。
　町内会や自治会では、行政情報の伝達や生活環境
の整備、親睦活動などを行っています。また、自主
防災活動をとおして安全で安心なまちづくりも進め
ています。
　引っ越してきたばかりで、まだ町内会や自治会に
加入していない人などは、日常生活や地域をより豊
かで潤いのあるものにするために、町内会や自治会
に加入しましょう。
町内会・自治会の主な活動
○地域でのふれあい
　スポーツ大会、子ども会、地域でのお祝いなど
○地域への思いやり・やさしさ
　独居老人への声掛け、敬老会、緑化活動など
○地域の生活環境向上
　清掃活動、資源回収、防犯灯の維持管理など

○地域での助け合い
　自主防災活動、防犯パトロールなど
○歴史と文化の継承
　祭り、精霊流し、地域の伝統芸能など

　詳しくは、お住まいの地域の町内会長・自治会長、
または、政策企画グループ秘書広報班（TEL63－
1111　内線124）へ。

平成23年4月1日付けのグループ長職以上の人事異動は次のとおりです。



地籍調査とは
　現在、法務局に備え付けてある土地の記録や図面
の約半分は、明治時代に作られた地図をもとに加除
修正されたもので、土地の面積・形状・地目などが
実態と異なっている場合があります。
　このため、市では平成22年度から旧島原市地区の
地籍調査を実施しています。
　地籍調査は、土地一筆ごとに所有者、地番、地目、
面積などを調査しますので、土地所有者の皆さんの
協力が必要です。
1．地元説明会の実施
　説明会の日時・場所は、その都度ご案内しますの
で出席をお願いします。

2．一筆地調査の立ち会い
　現地での立ち会いが必要となります。日時は事前
にお知らせします。

3．地籍調査完了結果の閲覧について
　地籍調査完了後、調査結果の閲覧をお願いします。
（市が指定する20日間）

一筆地調査実施地区
①大下町の一部　②梅園町　③南崩山町の一部
④船泊町の一部　⑤秩父が浦町の一部　⑥親和町の
一部　⑦新湊二丁目の一部
※ただし、区画整理事業・土地改良事業・公有水面
埋立事業を行った地区は除きます。

調査結果閲覧実施地区
平成22年度一筆地調査実施地区が対象です。
①浜の町　②南安徳町　③中安徳町　④平成町　
⑤鎌田町　⑥北安徳町　⑦南崩山町の一部　⑧船泊
町の一部

※対象の土地所有者の人には、後日ご案内します。

問い合わせ先
契約管財グループ　地籍調査班
TEL63－1111　内線264

と　き　5月28日（土）13時30分から16時まで
ところ　九十九ホテル
プログラム　　　　　　　　　　　※敬称略
　◇基調講演「雲仙普賢岳の火山災害に学ぶ」
　　講師　高橋和雄・元長崎大学教授
　◇パネルディスカッション
　　パネリスト
　　　大町辰朗・NPO法人島原普賢会理事長
　　　杉本伸一・島原半島ジオパーク推進連絡
　　　　　　　　協議会
　　　槌田禎子・KTNテレビ長崎
　　　清水　洋・九州大学地震火山観測研究
　　　　　　　　センター長
　　コーディネーター
　　　目黒公郎・東京大学教授

　市では、市政に関する情報を定期的に電子メール
で受信登録者へお届けする「メールマガジンしまば
ら」（メルマガしまばら）を、配信しています。
　メルマガしまばらには身近な市政情報や行事、市
長の思いや考えなどを伝える市長のコラムなどを掲
載しています。
　メールを受信するためには登録が必要です。ぜひ
登録して、島原の旬の情報をご覧ください。
登録方法　市ホームページの登録専用ページから受
信登録をしてください
アドレス　http://www.city.shimabara.lg.jp/
mailmagazine/
メールマガジンの配信予定日　毎月１日と15日
（月2回）
メールマガジンの内容　市政情報、行事予定、トピ
ックス、市長のコラムなど
問い合わせ先　政策企画グループ秘書広報班
（TEL 63－1111　内線124）

「雲仙普賢岳噴火災害から20年：
　　火山災害からの復旧と復興、
　　これまでの課題とこれからの課題」
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「ジーオくん」 ユネスコロゴマーク
世界ジオパークネットワーク
ロゴマーク

●の部分は、世界ジオパークの場所

キッチン火山実験講座
「液状化現象実験」

（平成23年4月1日現在 25カ国77地域）

テーマ：世界のジオパークが
　　　　島原半島に集う

◯64

◯73



島原半島世界ジオパーク
キャラクター「ジーオくん」
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　市では 4 月 1 日、島原文化会館で「平成23年島原
市表彰式」を開催しました。
　式典では、それぞれの分野で市の発展に尽力され
た個人や団体に表彰が行われました。
　被表彰者は次のとおりです。（敬称略）

市の発展に寄与
平成23年　島原市表彰式

　 4 月 2 日、島原城で少年剣道大会が行われました。
　この大会は、島原城春まつりの一環として、未来
を担う子どもたちの健全な成長を願って毎年開催さ
れています。
　大会に先立ち、桜門公園に集合した少年剣士は、
武家屋敷や堀端を通り、島原城へと行進。　　　　
　島原城をバックに熱戦を繰り広げていました。

少年剣士、城に集う

満100歳誕生日おめでとう

神気杯争奪第6回島原城少年剣道大会

徳行功労
　本多　敏光（大手原町）
　有馬　良知（川崎市）
　本多　俊　（坂上町）
　島原雲仙農業協同組合（雲仙市）
　全国共済農業協同組合連合会長崎県本部
　（長崎市）
　西九州電設株式会社（雲仙市）
　坂田　伸一（有明町）
地方自治功労
　橋本　都子（六ツ木町）
社会福祉功労
　渡辺　辰博（長貫町）
教育文化功労
　島原市音楽連盟（城見町）
　島原市邦楽振興会（八幡町）

保健衛生功労
　小林　洋子（中町）
　中原町西川を美しくする会（中原町）
　白山長生クラブ連合会（西八幡町）
　久原自治会（有明町）
消防功労
　森田　謙二（広高野町）
特別表彰
　上木場災害遺構保存会（新湊一丁目）
　内藤　和香（本町）

　 4 月 8 日、坂田イカさんが満100歳の
誕生日を迎えました。
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　1792年の島原大変の遭難者のめい福を祈る島原大
変遭難者慰霊祭が 4 月 3 日、眉山治山祈念公苑で行
われました。
　会場には多くの参列者が訪れ、遭難者のめい福を
祈りました。

犠牲者の御霊を悼む
島原大変遭難者慰霊祭

　市では、まち並景観の向上と市民意識の高揚を
図ることを目的として、優れたまち並景観の形成
に寄与している建築物などを表彰しています。
　3月29日、森岳公民館で島原市まち並景観賞の表
彰式が行われ、景観賞 3 件、奨励賞 1 件、協力賞 2
件、保全賞 1 件、デザイン賞 2 件を表彰しました。
景観賞の 3 件は次のとおりです。

島原らしい景観を目指して
島原市まち並景観賞

教
育
委
員
に
松
本
正
弘
氏

行
政
相
談
員
に
委
嘱

　
三
月
市
議
会
定
例
会
で
、
松
本

正
弘
氏
が
教
育
委
員
に
選
任
さ
れ

ま
し
た
（
再
任
）
。

　
今
後
も
、
市
の
教
育
方
針
の
決

定
な
ど
教
育
施
策
に
関
す
る
業
務

に
携
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
4
月
1
日
付
け
で
次
の
人
た
ち
が

行
政
相
談
委
員
と
し
て
総
務
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

内
田
健
雄
氏
（
宇
土
町
・
新
任
）

古
瀬
太
一
氏
（
秩
父
が
浦
町
・
新
任
）

大
隅
泰
子
氏
（
桜
町
・
再
任
）

松
本
輝
夫
氏
（
有
明
町
・
再
任
）

　
今
後
は
、
住
民
の
行
政
に
関
す
る

相
談
な
ど
の
業
務
に
携
わ
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
三
月
市
議
会
定
例
会
で
、
山
　

黄
洋
氏
が
監
査
委
員
に
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

　
今
後
は
、
市
の
財
務
や
経
営
に

か
か
る
事
務
の
監
査
業
務
に
携
わ

っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

監
査
委
員
に
山
　
黄
洋
氏
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保健センターだより保健センターだより ■有明保健センター（☎68－5335）
■市保健センター（☎64－7713）

　
平
成
23
年
3
月
5
日
よ
り
予
防

接
種
の
一
時
見
合
わ
せ
と
な
っ
て

い
た
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
お
よ
び
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い

て
、
３
月
24
日
に
専
門
家
会
議
が

実
施
さ
れ
、
検
証
さ
れ
た
結
果
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
と
死
亡
例
の
間

に
、
直
接
的
な
明
確
な
死
亡
と
の

因
果
関
係
は
認
め
ら
れ
な
い
こ

と
、
ま
た
、
同
時
接
種
に
起
因
す

る
重
篤
な
副
反
応
の
増
加
は
認
め

ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
特
に
安
全

上
の
懸
念
は
認
め
ら
れ
な
い
と
判

断
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
審
議
結
果

を
受
け
、
4
月
１
日
か
ら
接
種
再

開
と
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

ポ
リ
オ
（
急
性
灰
白
髄
炎
）

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
の
開
催

〜
歩
い
て
健
康
づ
く
り
〜

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

（
Ａ
／
Ｈ
１
Ｎ
１
）

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
に
つ
い
て

５
月
第
４
週
は
「
肝
臓
週
間
」

〜
肝
臓
は
、あ
な
た
が
聞
い
て
み

な
け
れ
ば
、何
も
言
わ
な
い
〜

妊
娠
中
の
人
へ

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
お
よ
び

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ｂ
型
（
Ｈ
ｉ
ｂ

‥
ヒ
ブ
）
ワ
ク
チ
ン
接
種
再
開

の
お
知
ら
せ

▼
と
　
き
　
5
月
26
日

（木）
、
6
月

　
9
日

（木）
・
30
日

（木）
、
7
月
14
日

　
（木）

、
9
月
22
日

（木）
、
10
月
27
日

　
（木）

　
9
時
30
分
か
ら
11
時
30
分

　
ま
で

▼
と
こ
ろ
　
杉
谷
公
民
館

▼
対
象
者
　
市
内
在
住
の
40
歳
か

　
ら
74
歳
ま
で
の
人

▼
内
　
容

・
長
崎
大
学
准
教
授
　
中
垣
内
真

　
樹
先
生
（
体
育
科
学
博
士
）
に

　
よ
る
健
康
ア
ッ
プ
の
た
め
の
ウ

　
ォ
ー
キ
ン
グ
、
楽
し
く
続
け
ら

　
れ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
秘
訣
に

　
つ
い
て
の
講
話
お
よ
び
実
践

・
市
内
巡
り
ウ
ォ
ー
ク

▼
持
参
品
　
タ
オ
ル
、
飲
み
物

▼
募
集
人
数
　
30
人

▼
申
込
期
間
　
5
月
2
日

（月）
か
ら

　
5
月
20
日

（金）
ま
で

▼
申
し
込
み
先
　
市
保
健
セ
ン
タ

　
ー

　
魚
介
類
は
、
良
質
な
た
ん
ぱ
く

質
や
豊
富
な
栄
養
素
を
含
み
、
バ

ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
に
は
欠
か
せ

な
い
も
の
で
す
。
し
か
し
、
一
部

の
魚
介
類
に
は
水
銀
が
多
く
取
り

込
ま
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
、
こ

の
よ
う
な
魚
介
類
を
妊
娠
中
に
極

端
に
多
く
食
べ
過
ぎ
る
と
、
水
銀

が
お
腹
の
赤
ち
ゃ
ん
に
影
響
を
与

え
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
食
事
を
取
る
と
き
は
、
バ
ラ
ン

ス
の
良
い
食
生
活
を
心
掛
け
ま
し

ょ
う
。

注意が必要な魚介類と摂取量 特に注意を必要と
しないもの

水銀を多く含む魚介類

バンドウイルカ

コビレゴンドウ

10g程度

40g程度

切り身１切れ
　（80g程度）

切り身２切れ
　（160g程度）

キンメダイ、メカジキ、クロマグロ、
メバチ、エッチュウバイカイ、
ツチクジラ、マコウクジラ

キハダマグロ、
ビンナガマグロ
メジマグロ、
ツナ缶、サケ、
アジ、サバ、
イワシ、サンマ、
タイ、ブリ、
カツオ　など

キダイ、マカジキ、ユメカサゴ、
クロムツ、ミナミマグロ
ヨシキリザメ、イシイルカ

1週間に食べてもよい量

　
平
成
22
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
Ａ

／
Ｈ
１
Ｎ
１
）
ワ
ク
チ
ン
接
種

事
業
は
、
平
成
23
年
３
月
31
日

で
終
了
し
ま
し
た
。
今
後
、
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
Ａ
／
Ｈ

１
Ｎ
１
）
は
、
通
常
の
季
節
性
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
移
行
し
ま

す
。

　
な
お
、
平
成
23
年
4
月
１
日
以

降
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

を
接
種
し
、
健
康
被
害
が
生
じ
た

場
合
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
に
よ
る
健
康
被
害
救
済

の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

重
要
な
臓
器

　
肝
臓
は
体
の
中
で
一
番
大
き
く
、

と
て
も
重
要
な
臓
器
で
す
。

　
肝
臓
で
は
、
２
５
０
０
億
個
の

細
胞
が
日
々
血
液
の
解
毒
や
栄
養

分
の
貯
蔵
な
ど
を
行
い
、
あ
な
た

の
体
を
健
康
に
保
っ
て
い
ま
す
。

沈
黙
の
臓
器

　
例
え
ば
肝
炎
に
な
っ
て
も
、
肝

臓
は
な
か
な
か
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
し
ま

せ
ん
。
あ
な
た
が
「
体
が
だ
る
い
」

と
気
付
く
こ
ろ
に
は
、
そ
の
肝
臓

は
か
な
り
の
重
症
に
な
っ
て
い
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

早
期
発
見
・
早
期
治
療

　
肝
炎
の
原
因
で
あ
る
ウ
イ
ル
ス

は
、
検
査
を
す
る
こ
と
で
分
か
り

ま
す
。
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し

て
い
て
も
、
適
切
な
健
康
管
理
・

治
療
で
肝
炎
か
ら
肝
硬
変
や
肝
が

ん
に
悪
化
す
る
の
を
予
防
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
よ
っ
て
早
期
発

見
、
早
期
治
療
が
重
要
で
す
。

※
肝
炎
の
ほ
と
ん
ど
は
、
肝
炎
ウ

　
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
起
き
る
「
ウ

　
イ
ル
ス
性
肝
炎
」
で
す

問
い
合
わ
せ
先

　
長
崎
県
医
療
政
策
課
（
☎
０
９

５
―
８
９
５
―
２
４
６
６
）
ま
た

は
市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
　
７
７

１
３
）

　
ポ
リ
オ
は
「
小
児
ま
ひ
」
と
も

呼
ば
れ
、
主
に
四
肢
の
麻
痺
を
お

こ
す
恐
れ
の
あ
る
病
気
で
、
人
か

ら
人
へ
感
染
し
ま
す
。
感
染
し
な

い
た
め
に
予
防
接
種
が
有
効
で
す
。

ま
た
、
ポ
リ
オ
は
2
回
投
与
が
必

要
で
す
。
今
ま
で
に
１
回
投
与
を

受
け
た
人
は
、
今
回
2
回
目
の
投

与
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
者
　
生
後
3
カ
月
か
ら
7

　
歳
半
未
満
の
人

※
な
る
べ
く
１
歳
6
カ
月
ま
で
に

　
済
ま
せ
ま
し
ょ
う

※
今
回
初
め
て
対
象
に
な
る
人
に

　
は
、
通
知
し
ま
す

▼
実
施
日
お
よ
び
場
所

・
市
保
健
セ
ン
タ
ー
　
５
月
10
日

　
（火）

・
17
日

（火）
・
20
日

（金）

・
有
明
保
健
セ
ン
タ
ー
　
５
月
13

　
日

（金）

▼
受
付
時
間
　
13
時
10
分
か
ら
13

　
時
40
分
ま
で

▼
接
種
費
用
　
無
料

▼
持
参
品
　
母
子
健
康
手
帳
、
予

　
診
票

○64
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健康テレホンサービス

足 の ふ ら つ き

圧 迫 骨 折

ワ ク チ ン を 打 つ の を 忘 れ た ら

扁 桃 周 囲 膿 瘍

認 知 症 の 新 し い 診 断 と 治 療

男 性 の 更 年 期

月

火

水

木

金

土・日

5

月

TEL 0120－555－203
フリーダイヤルが開設されました

大
作

健
康
up

月5 休日の
お医者さん
歯医者さん

■ 当番医　　　診療時間午前9時～午後6時

■ 当番歯科医　診療時間午前9時～正午

�※都合により変更することがあります

日 医 療 機 関 電話番号

魚 住 医 院
い と う 整 形 外 科
愛 野 診 療 所
植 木 歯 科 医 院
坂 本 内 科 医 院
原田形成整形外科医院
愛 野 記 念 病 院
渡 部 歯 科 医 院
くすのきクリニック
山口外科胃腸科医院
愛 野 記 念 病 院
大 田 歯 科 医 院
喜 多 内 科 医 院
西 村 ク リ ニ ッ ク
愛 野 記 念 病 院
松 藤 歯 科
お か も と 内 科
宮 田 小 児 科 医 院
酒井外科胃腸科医院
松尾胃腸科外科医院
泉 歯 科 医 院
しろたに内科クリニック
稲田整形外科医院
梅 津 医 院
前 川 歯 科 医 院
池 田 病 院
水 田 小 児 科 医 院
い と う 整 形 外 科
本 田 医 院
前 川 歯 科 医 院
八 尾 病 院
原田形成整形外科医院
佐 藤 医 院
土井歯科クリニック
林 内 科 医 院
山口外科胃腸科医院
太 田 整 形 外 科
朝 永 歯 科 医 院

城内一丁目
広馬場町
雲仙市愛野町
白 山 町
親 和 町
片 町
雲仙市愛野町
下川尻町
有明町大三東
大手原町
雲仙市愛野町
大 下 町
弁天町二丁目
下川尻町
雲仙市愛野町
北安徳町
柏 野 町
上の原二丁目
宮 の 町
雲仙市国見町
南島原市深江町
北 門 町
片 町
雲仙市国見町
南島原市深江町
湖 南 町
親 和 町
広馬場町
雲仙市国見町
南島原市布津町
城内一丁目
片 町
雲仙市国見町
雲仙市吾妻町
津 町
大手原町
雲仙市国見町
雲仙市吾妻町

63-2286
61-0110
36-0009
62-3765
63-4641
64-3939
36-0015
63-1750
68-5500
62-3200
36-0015
62-7407
62-5101
62-0888
36-0015
62-7355
65-0500
62-5045
62-6655
78-1000
72-2066
65-0222
62-6355
78-5156
72-2055
62-5161
62-7177
61-0110
78-2768
72-3117
62-5131
64-3939
78-5555
38-6400
62-6657
62-3200
78-5413
38-3030

1
日

（日）

3
日

（火）

4
日

（水）

15
日

（日）

5
日

（木）

8
日

（日）

22
日

（日）

29
日

（日）

5
日

6
月

（日）

受けて安心！特定健診

健康しまばら21

～年に一度は体のメンテナンスを～ 戦
特
定
健
診
と
は
？

　
内
臓
脂
肪
が
原
因
で
起
こ
る
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
早

期
に
見
つ
け
、
改
善
す
る
た
め
の

健
康
診
断
で
す
。
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
改
善
す
る
と
、

生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
自
身
の
健
康
状
態
を

知
る
た
め
の
大
切
な
健
診
で
、
病

気
の
予
防
だ
け
で
な
く
、
病
気
の

早
期
発
見
・
治
療
に
も
役
立
ち
ま

す
。

▼
対
象
者
　
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で

　
の
人

※
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
ご
と

　
に
実
施
し
ま
す

▼
健
診
内
容

・
問
診
、
診
察

・
身
体
計
測
（
身
長
、
体
重
、
腹

　
囲
）

・
血
圧
測
定

・
血
液
検
査
（
血
糖
、
脂
質
、
肝

　
機
能
）

・
尿
検
査
（
尿
た
ん
ぱ
く
、
尿
糖
）

※
貧
血
検
査
、
心
電
図
検
査
、
眼

　
底
検
査
が
行
わ
れ
る
場
合
も
あ

　
り
ま
す

生
活
習
慣
病
は
内
臓
脂
肪
が
原
因

　
食
べ
過
ぎ
や
飲
み
過
ぎ
、
運
動

不
足
、
喫
煙
な
ど
の
不
健
康
な
生

活
習
慣
を
続
け
る
と
内
臓
に
脂
肪

が
た
ま
り
ま
す
。
内
臓
脂
肪
は
、

高
血
圧
や
脂
質
異
常
症
、
糖
尿
病

な
ど
の
生
活
習
慣
病
を
起
こ
し
ま

す
。
そ
れ
ら
は
自
覚
症
状
が
な
い

ま
ま
進
行
し
、
血
管
が
硬
く
も
ろ

く
な
り
、
心
臓
病
や
脳
卒
中
な
ど

を
起
こ
す
原
因
と
な
り
ま
す
。

　
特
定
健
診
の
結
果
は
、
生
活
習

慣
と
深
く
関
係
し
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
状
態
を
起
こ
さ
な
い
た

め
に
、
毎
年
健
診
を
受
け
、
身
体

の
状
態
を
知
り
、
生
活
習
慣
を
見

直
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

特
定
保
健
指
導
を
利
用
し
よ
う

　
特
定
健
診
の
結
果
、
生
活
習
慣

病
の
危
険
が
高
い
人
を
対
象
に
食

事
や
運
動
な
ど
生
活
改
善
の
た
め

の
支
援
を
行
い
ま
す
。
自
身
の
健

康
を
見
直
し
、
将
来
、
健
康
で
過

ご
す
た
め
に
ぜ
ひ
利
用
し
ま
し
ょ

う
。

へん とう

来
月
は
「
歯
の
健
康
」
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。



公民館では各種講座を行っています

あなたも参加してみませんか
◆有明公民館

◆三会公民館

◆杉谷公民館

◆森岳公民館

◆霊丘公民館

◆白山公民館

◆安中公民館

（☎68－1101）

（☎62－4505）

（☎63－2231）

（☎63－2242）

（☎64－2023）

（☎63－2221）

（☎63－2253）

公民館

ケイコちゃんのなんちゃって中華料理教室

手作りお弁当講座　～脱メタボ弁当～

「 実 用 書 道 」 講 座

はじめての盆栽教室
と　　き　5月23日（月）　9時30分から13時まで
と こ ろ　安中公民館
内　　容　メタボリックシンドローム予防のためのヘルシーな
　　　　　お弁当の作り方、カロリー計算などを学びます
対 象 者　市内在住の人
募集人数　20人　　　受講料　300円
持 参 品　エプロン、三角巾、お弁当箱、箸
講　　師　食生活改善推進員および保健センター栄養士
問い合わせ先　安中公民館

●

●

●

●

●

●

●

●

●と　　き　 5 月16日（月）、6 月13日（月）、
　 　 　 　 　 7 月11日（月）9 時30分から12時まで
●と こ ろ　杉谷公民館
●内　　容　手軽におうちでできるカロリー控えめな
　　　　　　「なんちゃって中華」を中華のプロから学びます
●募集人数　15人　　● 受講料　１回500円
●問い合わせ先　杉谷公民館

子どもわくわく体験教室シリーズ①

●と　き　 6 月11日（土）、7 月30日（土）、8 月27日（土）、
　　　　　 9 月24日（土）、11月26日（土）、12月 3 日（土）
　　　　　 9 時から11時まで
●ところ　「舞岳山荘」体験農園　　● 募集人数　20人
●対象者　市内小学生（※送迎は保護者対応）
●問い合わせ先　有明公民館

と　　き　6月3日（金）・10日（金）・17日（金）・24日（金）
　　　　　7月1日（金）・8日（金）
　　　　　19時30分から21時30分まで
と こ ろ　霊丘公民館
内　　容　筆の使用法、持ち方、運筆練習、のし紙、のし袋の
　　　　　表書き、自分の住所、名前の練習、宛名書きなど
対 象 者　市内在住の人（ただし、過去に霊丘公民館主催の
　　　　　「実用書道」講座を受講した人は今回応募できません）
募集人数　20人
受 講 料　テキスト代、材料費　1,000円
持 参 品　筆ペンまたは小筆、書道用具
講　　師　城田仁美　先生
問い合わせ先　霊丘公民館

●

●
●

●

●
●
●
●
●

●と　　き　 5 月13日（金）・16日（月）
　　　　　　23日（月）
　　　　　　10時から12時まで
●と こ ろ　杉谷公民館
●内　　容　小品盆栽を作ってみたい人
　　　　　　に、ぴったりの講座です。
●対 象 者　 3 回とも受講できる人
●募集人数　15人
●受 講 料　１回500円
●問い合わせ先　杉谷公民館

●と　き　 5 月19日（木）
　　　　　13時30分から
●ところ　森岳公民館
●内　容　食品を使った簡易実験と商
　　　　　品の表示・品質・安全性な
　　　　　どの正しい知識と情報を学
　　　　　びます
●講　師　長崎県消費生活センター
●問い合わせ先　森岳公民館

筆ペンや小筆を使い、コツやポイントを親切、丁寧に教えます。

大自然に触れながらの「野菜づくり」にチャレンジしてみませんか？
収穫の喜びを味わおう。

消費者講座
「知っておきたい！食べ物の知識」

健　康　体　操
●と　き　 5 月17日（火）10時から
●ところ　森岳公民館
●内　容　女性向けの簡単な体操です
●講　師　吉木有美子（保健センター）
●問い合わせ先　森岳公民館

☆市立公民館の各種講座・行事はホームページからも確認する
　ことができます。　
http://www.city.shimabara.lg.jp/life/pub/list.aspx?c_id=34#63

●

～といも・にんじん・じゃがいもを育てるぞ！！～
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ク アク アップローズ Close  Up!

鳥
獣
図
鑑
（
松
平
文
庫
所
蔵
資
料
）

　
松
平
文
庫
の
蔵
書
は
、
歴
史
・
宗
教
・
政

治
・
経
済
・
教
育
・
風
俗
・
自
然
科
学
・
医

学
・
産
業
・
芸
術
・
諸
芸
・
武
術
・
演
劇
歌

舞
・
語
学
・
文
学
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

そ
の
中
で
医
学
（
本
草
学
：
現
在
の
博
物
学
）

の
分
野
に
分
類
さ
れ
る
「
鳥
獣
図
鑑
」
は
、

草
部
（
上
・
下
）
・
木
部
・
鳥
獣
部
・
虫
部

の
５
帖
か
ら
成
る
写
生
図
帖
で
す
。

　
「
鳥
獣
図
鑑
」
は
、
松
平
文
庫
の
蔵
書
で

あ
る
「
多
識
図
譜
」
の
写
生
図
編
と
し
て
作

成
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
「
多
識
図
譜
」
は
、
安
政
四
年(

１
８
５

７
年)

に
病
死
し
た
藩
医
賀
来
佐
之
が
生
前

に
執
筆
し
て
い
た
原
稿
を
、
島
原
藩
領
国
東

郡
上
野
村(

現
・
豊
後
高
田
市
上
野)

の
医
学

者
豊
田
定
高
が
、
翌
五
年
に
補
訂
し
て
完
成

さ
せ
た
５
巻
か
ら
成
る
本
草
学
書
で
す
。
内

容
は
、
草
部
・
木
部
・
鳥
部
・
獣
部
・
魚
部
・

虫
部
の
各
部
ご
と
に
、
動
植
物
の
漢
名
・
和

名
を
併
記
し
、
そ
の
生
態
を
詳
細
に
解
説
し

て
い
ま
す
。

　
「
鳥
獣
図
鑑
」
の
写
生
図
は
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
を
賀
来
佐
之
に
本
草
学
を
学
ん
だ
と
い

わ
れ
る
島
原
藩
の
岩
堀
勝
政
が
描
い
て
い
ま

す
。
ご
く
一
部
、
賀
来
佐
之
の
四
男
、
五
郎

が
描
い
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
カ
メ
ラ
が
普

及
す
る
以
前
は
、
写
生
図
が
唯
一
も
の
の
姿

を
伝
え
る
手
段
で
あ
り
、
現
在
の
図
鑑
と
比

べ
て
も
遜
色
な
く
細
部
ま
で
丁
寧
に
描
か
れ

て
お
り
、
当
時
の
本
草
学
者
の
観
察
力
と
技

術
の
高
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
複
写
本
は
松
平
文
庫
（
島
原
図
書
館
内
）

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た

か

く

す
け
ゆ
き

ふ

ず

し
き

　
皆
さ
ん
は
詩
吟
と
い
う
も
の
を
知

っ
て
い
ま
す
か
。

　
今
回
、
紹
介
す
る
の
は
「
三
会
詩

吟
同
好
会
」
の
皆
さ
ん
で
す
。

　
こ
の
会
は
昭
和
47
年
か
ら
活
動
し
、

現
在
14
人
が
週
2
回
の
練
習
を
行
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。

　
詩
吟
は
漢
詩
・
和
歌
・
俳
句
・
新

体
詩
な
ど
を
独
特
な
節
を
付
け
て
吟

ず
る
も
の
で
、
一
人
で
吟
ず
る
独
吟

を
は
じ
め
、
複
数
人
で
順
に
吟
ず
る

連
吟
、
複
数
で
声
を
合
わ
せ
る
合
吟

な
ど
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　
会
長
の
本
多
喜
代
寿
さ
ん
に
お
聞

き
す
る
と
「
詩
吟
は
姿
勢
を
正
し
、

お
腹
か
ら
声
を
出
す
の
で
、
健
康
増

進
に
も
繋
が
り
ま
す
し
、
偉
人
の
遺

徳
を
学
ぶ
こ
と
で
人
生
観
を
充
実
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
仲

間
同
士
楽
し
み
な
が
ら
で
き
る
の
が

い
い
で
す
ね
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　
会
員
の
方
に
お
話
を
お
聞
き
す
る

と
「
詩
吟
は
精
神
鍛
錬
だ
け
で
な
く
、

大
会
な
ど
目
標
を
持
っ
て
楽
し
む
こ

と
も
で
き
ま
す
。
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
多
く
の
人
に
参
加
し
て
も
ら
い

た
い
で
す
ね
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　
皆
さ
ん
も
、
独
特
の
節
の
中
に
含

ま
れ
た
名
詩
を
吟
じ
な
が
ら
、
健
康

増
進
に
も
繋
が
る
詩
吟
を
始
め
て
み

ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ
先
…
本
多
喜
代
寿
さ
ん

（
☎
　
５
３
１
９
）

◯62

「
三
会
詩
吟
同
好
会
」



■ホームページ
http：//www.city.shimabara.lg.jp/

■電 子 メ ー ル
info@city.shimabara.lg.jp

■市 役 所
　　（代表）☎63-1111
■有明庁舎
　　（代表）☎68-1111

産 業 振 興 部
有 明 支 所
教 育 委 員 会
農 業 委 員 会
水 道 局
文化・スポーツ振興グループ

募
　
　
 

集

くらしの情報 Information

く

ら

の

情

報 し

▼
業
務
内
容
　
公
民
館
事
務
補
助

▼
募
集
人
数
　
１
人

▼
雇
用
期
間
　
平
成
23
年
6
月
か

　
ら
平
成
24
年
3
月
ま
で

▼
勤
務
地
　
有
明
公
民
館

▼
勤
務
時
間
　
月
曜
日
か
ら
金
曜

　
日
ま
で
（
祝
日
・
年
末
年
始
を

　
除
く
）
　
9
時
か
ら
16
時
30
分

　
ま
で

※
夜
間
ま
た
は
土
曜
・
日
曜
日
勤

　
務
の
場
合
も
あ
り
ま
す

▼
賃
　
金
　
日
額
４
５
２
０
円
　

　
夏
季
・
冬
季
一
時
金
有
り

▼
応
募
資
格
　
市
内
在
住
で
、
社

　
会
教
育
活
動
へ
意
欲
が
あ
り
、

　
パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ

　
ル
な
ど
）
の
操
作
の
で
き
る
人

▼
応
募
期
限
　
5
月
20
日

（金）
ま
で

▼
応
募
方
法
　
写
真
を
貼
っ
た
履

　
歴
書
を
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ
へ

　
提
出
し
て
く
だ
さ
い

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
　
社
会

　
教
育
グ
ル
ー
プ
（
☎
内
線
６
５

　
１
）

▼
募
集
職
種
お
よ
び
採
用
人
数
　

　
看
護
師
、
薬
剤
師
、
診
療
放
射

　
線
技
師
　
そ
れ
ぞ
れ
若
干
名

▼
採
用
予
定
日
　
平
成
23
年
８
月

　
１
日
以
降

▼
応
募
資
格
　
昭
和
56
年
（
看
護

　
師
は
昭
和
52
年
）
4
月
2
日
以

　
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
そ
れ
ぞ

　
れ
の
免
許
を
有
す
る
人

▼
試
験
日
お
よ
び
試
験
内
容
　
6

　
月
11
日

（土）
・
12
日

（日）
　
筆
記
試

　
験
（
看
護
師
の
み
）
、
作
文
、

　
適
性
検
査
、
面
接
試
験

▼
応
募
期
限
　
6
月
3
日

（金）
ま
で

※
郵
送
の
場
合
は
必
着

▼
応
募
方
法
　
島
原
病
院
な
ど
で

　
配
布
し
て
い
る
申
込
書
に
必
要

　
事
項
を
記
入
し
、
必
要
な
書
類

　
を
添
え
て
持
参
ま
た
は
郵
送
し

　
て
く
だ
さ
い

※
申
込
書
は
島
原
病
院
ホ
ー
ム
ペ

　
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

　
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
　
長
崎

　
県
島
原
病
院
総
務
係
（
〒
８
５

　
５
ー
０
８
６
１
　
島
原
市
下
川

　
尻
町
７
８
９
５
番
地
　
☎
　
１

　
１
４
５
）

▼
と
　
き
　
7
月
１
日

（金）
・
8
日

　
（金）

・
15
日

（金）
・
22
日

（金）
・
29
日

　
（金）

、
８
月
５
日

（金）
・
12
日

（金）
・

　
19
日

（金）
・
26
日

（金）
、
平
成
24
年

　
２
月
３
日

（金）
・
10
日

（金）
・
17
日

　
（金）

・
24
日

（金）

▼
と
こ
ろ
　
県
南
保
健
所

▼
対
象
者
　
一
般
の
歯
科
診
療
所

　
な
ど
で
治
療
・
診
療
が
困
難
な

　
人
ま
た
は
通
院
が
困
難
な
人

▼
診
療
費
用
　
保
険
診
療
と
な
り

　
一
部
自
己
負
担
が
あ
り
ま
す

▼
持
参
品
　
初
診
日
に
保
険
証
、

　
原
爆
手
帳
、
身
体
障
害
者
手
帳
、

　
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健

　
福
祉
手
帳
な
ど
を
持
参
し
て
く

　
だ
さ
い

▼
申
込
方
法
　
福
祉
保
健
総
務
グ

　
ル
ー
プ
ま
た
は
有
明
支
所
に
備

　
え
付
け
の
申
請
書
に
必
要
事
項

　
を
記
入
し
、
申
し
込
ん
で
く
だ

　
さ
い

▼
申
込
期
限
　
５
月
31
日

（火）
ま
で

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

　
福
祉
保
健
総
務
グ
ル
ー
プ
福
祉

　
班
（
☎
内
線
２
７
３
）

　
平
成
23
年
4
月
か
ら
、
身
体
障

害
者
手
帳
、
精
神
保
健
福
祉
手
帳
、

療
育
手
帳
の
手
帳
カ
バ
ー
を
統
一

し
ま
し
た
。

　
す
で
に
持
っ
て
い
る
障
害
者
手

帳
な
ど
は
、
そ
の
ま
ま
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
新
し
い
手
帳
カ
バ
ー
へ
の
交
換

を
希
望
す
る
人
は
、
福
祉
保
健
総

務
グ
ル
ー
プ
福
祉
班
（
☎
内
線
２

７
３
）
ま
た
は
有
明
支
所
（
☎
内

線
５
０
1
）
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
対
象
者
　
被
爆
者
健
康
手
帳
所

　
持
者
ま
た
は
第
一
種
健
康
診
断

　
受
診
者
証
を
所
持
し
て
い
る
人

▼
持
参
品
　
被
爆
者
健
康
手
帳
ま

　
た
は
第
一
種
健
康
診
断
受
診
者

　
証

▼
健
診
日
程

・
島
原
地
区
　
６
月
22
日

（水）
・
23

　
日

（木）
　
13
時
30
分
か
ら
15
時
30

　
分
ま
で
　
池
田
病
院
　

・
有
明
地
区
　
５
月
26
日

（木）
　
10

　
時
か
ら
11
時
ま
で
　
有
明
公
民

　
館

有
明
公
民
館
事
務
員
の
募
集

島
原
病
院
職
員（
地
方
公
務
員
）

の
募
集

障
害
者
手
帳
の
カ
バ
ー
が

変
更
に
な
り
ま
し
た

◯63

お
知
ら
せ

障
が
い
児（
者
）巡
回
歯
科
診
療

原
爆
被
爆
者
定
期
健
康
診
断
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▼
問
い
合
わ
せ
先
　
県
南
保
健
所

　
地
域
保
健
課
（
☎
　
３
２
８
９
）

　
ま
た
は
福
祉
保
健
総
務
グ
ル
ー

　
プ
総
務
調
整
班
（
☎
内
線
３
３

　
１
）

　
体
や
精
神
に
障
が
い
の
あ
る
人

の
通
学
や
通
院
、
通
所
、
仕
事
の

た
め
に
使
用
す
る
軽
自
動
車
で
、

次
の
要
件
に
該
当
す
る
も
は
、
申

請
に
よ
り
軽
自
動
車
税
が
減
免
さ

れ
ま
す
。

▼
対
象
の
軽
自
動
車
　
次
の
い
ず

　
れ
か
に
該
当
す
る
車

・
体
や
精
神
に
障
が
い
が
あ
り
、

　
歩
く
こ
と
が
困
難
な
人
が
所
有

　
す
る
車

・
体
や
精
神
に
障
が
い
が
あ
る
人

　
と
生
計
を
同
一
に
す
る
人
が
所

　
有
す
る
車
の
う
ち
、
送
迎
と
し

　
て
利
用
す
る
車

・
体
や
精
神
に
障
が
い
が
あ
る
人

　
が
利
用
す
る
た
め
の
構
造
に
な

　
っ
て
い
る
車

▼
申
請
方
法
　
軽
自
動
車
税
納
税

　
通
知
書
、
身
体
障
害
者
手
帳
、

　
運
転
免
許
証
、
印
鑑
な
ど
を
持

　
参
し
、
減
免
申
請
書
を
提
出
し

　
て
く
だ
さ
い

※
減
免
は
１
台
限
り

※
障
が
い
の
程
度
に
よ
っ
て
は
減

　
免
の
対
象
に
な
ら
な
い
場
合
が

　
あ
り
ま
す

▼
申
請
期
限
　
５
月
20
日

（金）
ま
で

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
　
税
務

　
グ
ル
ー
プ
市
民
税
班
（
☎
内
線

　
１
７
１
）

　
口
座
振
替
を
利
用
し
納
税
し
て

い
る
人
で
、
5
月
31
日

（火）
か
ら
6

月
初
旬
ご
ろ
ま
で
に
車
検
の
た
め

軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書
が
必
要

な
人
は
、
証
明
書
を
発
行
し
ま
す

の
で
、
引
き
落
と
し
が
記
帳
さ
れ

た
通
帳
を
税
務
グ
ル
ー
プ
窓
口
ま

で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
代
理
人
な
ど
に
よ
り
通
帳
を
持

っ
て
い
な
い
人
は
、
金
融
機
関
へ

確
認
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
手

続
き
に
時
間
が
か
か
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
口
座
引
落
を
利
用
し
て
い
る
人

の
軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書
は
、

6
月
中
旬
ご
ろ
郵
送
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
税
務
グ
ル
ー
プ
市

民
税
班
（
☎
内
線
１
７
１
）
へ
。

　
平
成
23
年
度
の
土
地
・
家
屋
等

縦
覧
帳
簿
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

▼
縦
覧
期
間
　
５
月
31
日

（火）
ま
で

　
８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で

※
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
は
除
く

▼
縦
覧
場
所
　
税
務
グ
ル
ー
プ
固

　
定
資
産
税
班

▼
縦
覧
で
き
る
人
　
土
地
ま
た
は

　
家
屋
を
所
有
す
る
固
定
資
産
税

　
の
納
税
者

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
税
務
グ
ル
ー

　
プ
固
定
資
産
税
班
（
☎
内
線
１

　
７
３
）

　
国
・
県
・
市
な
ど
が
行
っ
て
い

る
仕
事
（
道
路
、
税
金
、
福
祉
、

登
記
、
公
害
な
ど
）
に
関
す
る
意

見
、
要
望
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。

▼
と
　
き
　
５
月
24
日

（火）
　
13
時

　
か
ら
16
時
ま
で

▼
と
こ
ろ
　
有
明
公
民
館

▼
相
談
員
　
行
政
相
談
委
員
、
長

　
崎
行
政
評
価
事
務
所
、
司
法
書

　
士
会
、
行
政
書
士
会
、
土
地
家

　
屋
調
査
士
会
、
市
職
員

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
市
民
相
談
セ

　
ン
タ
ー
（
☎
内
線
１
８
４
）

　
長
崎
地
方
裁
判
所
な
ど
で
は
憲

法
週
間
（
5
月
１
日
か
ら
5
月
7

日
ま
で
）
に
合
わ
せ
無
料
法
律
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。

▼
と
　
き
　
5
月
9
日

（月）
　
10
時

　
か
ら
16
時
ま
で
（
受
付
は
15
時

　
40
分
ま
で
）

▼
と
こ
ろ
　
メ
ル
カ
つ
き
ま
ち
5

　
階
会
議
室
（
長
崎
市
築
町
）

▼
内
　
容
　
金
銭
、
土
地
・
建
物
、

　
労
務
、
夫
婦
、
親
子
、
相
続
、

　
登
記
、
人
権
問
題
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
長
崎
地
方
裁

　
判
所
（
☎
０
９
５
ー
８
０
４
ー

　
４
１
１
４
）

▼
と
　
き
　
６
月
12
日

（日）
　
９
時

　
か
ら

▼
と
こ
ろ
　
島
原
復
興
ア
リ
ー
ナ

▼
対
象
者

・
更
新
…
海
技
免
状
有
効
期
日

　
平
成
23
年
６
月
12
日
〜
平
成
24

　
年
６
月
12
日

・
失
効
…
海
技
免
状
有
効
期
日
　

　
平
成
23
年
６
月
12
日
以
前

▼
必
要
書
類
　
海
技
免
状
、
写
真

　
（
縦
4
・
5
×
横
3
・
5
　
） 

 

　
2
枚

▼
費
　
用

・
更
新
…
８
５
０
０
円

・
失
効
…
１
万
４
４
０
０
円

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
海
事
代
理
士
平
山
義
朗
事
務
所

　
（
☎
０
９
６
４
　
４
０
３
４
）

▼
と
　
き
　
５
月
26
日

（木）
か
ら
７

　
月
28
日

（木）
ま
で
の
毎
週
木
曜
日

　
13
時
か
ら
15
時
ま
で

▼
と
こ
ろ
　
市
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者
　
市
内
在
住
で
、
視
覚

　
障
が
い
者
の
た
め
の
点
字
広
報 

 

　
づ
く
り
に
興
味
が
あ
る
人

▼
受
講
料
　
無
料
（
た
だ
し
テ
キ

　
ス
ト
代
と
し
て
１
０
５
０
円
が

　
必
要
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

　
島
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎

　
　
３
８
５
５
）

▼
と
　
き

・
基
礎
課
程
…
５
月
21
日

（土）
か
ら

　
７
月
16
日

（土）
ま
で
の
毎
週
土
曜

　
日
　
10
時
か
ら
15
時
ま
で

・
応
用
課
程
…
７
月
23
日

（土）
か
ら

　
９
月
３
日

（土）
ま
で
の
毎
週
土
曜

　
日
　
10
時
か
ら
15
時
ま
で

▼
と
こ
ろ
　
市
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興

　
味
が
あ
る
人

▼
受
講
料
　
無
料
（
た
だ
し
テ
キ

軽
自
動
車
税
の
減
免

軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書
の
発
行

合
同
行
政
相
談
所
の
開
設

無
料
法
律
相
談
所
の
開
設

点
字
講
習
会

要
約
筆
記
講
習
会

固
定
資
産
税（
土
地
・
家
屋
）
　

価
格
等
帳
簿
の
縦
覧

小
型
船
舶
操
縦
士
更
新
・
失
効

講
習
会
の
開
催

◯62

◯52

◯63

cm
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◯63
　
ス
ト
代
と
し
て
各
課
程
1
0
5

　
0
円
が
必
要
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

　
島
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎

　
　
３
８
５
５
）

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
サ
ー
ビ
ス

　
年
金
加
入
者
や
受
給
者
が
、
い

つ
で
も
自
分
の
年
金
加
入
記
録
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
「
ね
ん
き

ん
ネ
ッ
ト
（
Ｕ
Ｒ
Ｌ  h

ttp
://

w
w

w
3
.id

p
a
ss-n

et.n
en

kin
.

g
o
.jp

/n
eko

/

）
」
が
提
供
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
で
は

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
の
加
入
状

況
が
一
覧
で
確
認
で
き
る
ほ
か
、

年
金
に
加
入
し
て
い
な
い
期
間
や

詳
細
な
納
付
記
録
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
が
難

し
い
人
は
年
金
事
務
所
の
ほ
か
市

民
窓
口
グ
ル
ー
プ
の
窓
口
で
も
専

用
の
端
末
に
よ
り
本
年
５
月
か
ら

簡
単
な
手
続
き
で
記
録
を
確
認
で

き
る
よ
う
準
備
を
す
す
め
て
い
ま

す
。
窓
口
で
は
年
金
加
入
記
録
の

ほ
か
に
、
記
録
の
見
方
を
説
明
し

た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
も
併
せ
て
配
布

し
ま
す
。

※
窓
口
で
の
手
続
き
を
行
う
場
合

　
は
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許

　
証
な
ど
）
お
よ
び
基
礎
年
金
番

　
号
の
分
か
る
書
類
（
年
金
手
帳

　
な
ど
）
ま
た
は
照
会
番
号
の
分

　
か
る
書
類
（
ね
ん
き
ん
定
期
便

　
な
ど
）
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
共
済
組
合
加
入
中
の
人
お
よ
び

　
一
部
の
年
金
受
給
者
の
人
は
、

　
本
サ
ー
ビ
ス
は
利
用
す
る
こ
と

　
が
で
き
ま
せ
ん

年
金
事
務
所
の
出
張
相
談
所

▼
と
　
き
　
５
月
18
日

（水）
・
６
月

　
22
日

（水）
　
10
時
か
ら
15
時
ま
で

▼
と
こ
ろ
　
市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ

　
ロ
ビ
ー

▼
募
集
人
数
　
20
人

▼
申
込
方
法
　
相
談
開
設
日
の
10

　
日
前
ま
で
に
年
金
相
談
受
付
票

　
に
よ
る
予
約
（
電
話
予
約
可
）

　
を
し
て
く
だ
さ
い
。

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
相
談

　
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
年
金

一
般
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

▼
と
　
き
　
毎
週
木
曜
日
　
９
時

　
か
ら
15
時
ま
で

▼
と
こ
ろ
　
市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ

　
ロ
ビ
ー

▼
申
込
方
法
　
当
日
先
着
順
に
受

　
け
付
け
ま
す
の
で
、
日
本
年
金

　
機
構
が
送
付
す
る
書
類
、
印
鑑
、

　
年
金
手
帳
な
ど
参
考
と
な
る
書

　
類
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ
国
民
年
金

班
（
☎
内
線
２
３
２
）
ま
た
は
有

明
支
所
（
☎
内
線
５
０
５
）

お
ゆ
ず
り
し
ま
す

　
鏡
台
、
二
段
ベ
ッ
ド
、
島
原
農

業
高
校
女
子
制
服
（
冬
・
夏
用
Ｌ

Ｌ
）
、第
一
中
学
校
女
子
制
服
（
冬
・

夏
用
Ｌ
Ｌ
）
、パ
イ
プ
ベ
ッ
ド
（
２

台
）

お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い

　
第
一
中
学
校
男
子
ジ
ャ
ー
ジ
、

第
一
中
学
校
男
子
指
定
か
ば
ん
、

島
原
商
業
高
校
女
子
用
コ
ー
ト
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ガ
ッ
ト
張
り
機

：

不
要
品
の
交
換

国
民
年
金
コ
ー
ナ
ー

ニュージーランド地震被害募金

皆様のあたたかいご支援ご協力ありがと
うございました。
集まった義援金は日本赤十字社を通じ、
被災地へお送りします。

募金期間　3月2日～3月31日
募金総額　160,704円

国内外で活躍するプロの和太鼓集団のステージをお楽しみください

■ と　き　 6 月12日（日）　開場…16時
　 　　　　　　　　　　　　開演…16時30分
■ ところ　有明総合文化会館
■ 入場料　前売券  3,000円（当日3,500円）
　 ※ 4 歳未満は入場できません
■ チケット取扱
■ 有明総合文化会館、島原文化会館、ながせや（中堀町店）、
　 横浜屋、ウィルビー、島原市民劇場、ローソンチケット
　 （ローソン各店）、チケットぴあ（セブンイレブン各店）
■ 問い合わせ先
　 文化・スポーツ振興グループ文化振興班（☎68－5474）
　 有明総合文化会館（☎68－5800）

16平成23.５.
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くらしの情報 Information

　本 の 返却が１カ月
以上遅れた人には新
たな貸し出しはしま
せんので、早めの返
却をお願いします。

固定資産税（第1期分）
軽自動車税（全期）
自動車税（全期）
の納期は 5 月31日（火）までです

　納付には、便利な口座振替などの自動振込みを
お勧めします。
　申し込みは、各金融機関、郵便局（ゆうちょ銀
行）、島原雲仙農協、島原漁協、有明漁協などで
受け付けます。
問い合わせ先
　固定資産税　税務グループ固定資産税班（☎内
　線173）
　軽自動車税　税務グループ市民税班（☎内線171）
　自動車税　県央振興局税務部島原出張所（☎62
　－3375）

市民相談センターのご案内市民相談センターのご案内市民相談センターのご案内

◆行 政 相 談（行政相談委員）
　〈市民相談センター〉
　5月10日（火）・17日（火）
　〈有明福祉センター〉
　5月11日（水）
◆人 権 相 談（人権擁護委員）
　5月11日（水）
◆不動産に関する相談（宅建協会）
　5月16日（月）
◆弁護士法律相談（弁護士）【要予約】
　5月19日（木）
◆相談・遺言・任意後見・各種契約など公証人法律相談
　（島原公証役場　公証人）
　5月25日（水）
◆交通事故巡回相談（県交通事故相談所）
　5月26日（木）
◆一 般 相 談（市相談員）
　土曜日・日曜日・祝日を除く毎日

13：00～16：00

13：00～16：00

13：00～16：00

13：00～16：00

13：00～16：00

13：00～16：00

10：00～16：00

8：30～17：15

　5月の市民相談は、次の日程で市民相談センター
（☎内線184）で行います。なお、行政相談のみ有明
福祉センターでも受け付けます。（かっこ内は担当相談員）

開館時間…10：00～18：00（金曜日は20時まで）

5月の休館日… 2 日（月）・9日（月）・16日（月）・
　　　　　　 23日（月）・30日（月）・31日（火）

開館時間…9：00～18：00
5月の休館日… 4 日（水）・10日（火）・17日（火）・
　　　　　　  24日（火）・31日（火）

新刊図書紹介 5月の催し

「赤の他人の瓜二つ」
磯崎　憲一郎　著　　講談社

■ おはなしのじかん

3日（日）　14：00～

■ ちいさなおはなし会 14日（土）　15：00～
■ おはなしのじかん 28日（土）　14：30～

7日（土）、14日（土）、21日（土）　11：00～

■ ゴールデンウイーク映画会
　　　　　　「～学校の怪談　恐怖の学校編～」

25日（水）　11：00～

■ おはなしひろば 28日（土）　11：00～

■ 郷土史を学ぼう会

　「島原半島の神社信仰(6)～富士・浅間信仰について～

　「深溝世紀」

28日（土）　14：00～

■ おはなしのじかん 0・1・2
「感染遊戯　Infection Game」

誉田　哲也　著　　光文社

「 天 狗 の 剣 　 幕 末 京 都 守 護 職 始 末 」

「鼠、影を断つ」

「ちょちょら」

「 ライ麦 畑 で 熱 血 ポンちゃん 」

藤本ひとみ　著　中央公論新社
赤川　次郎　著　角川書店
畠中　　惠　著　新潮社

山田　詠美　著　新潮社

　血の繋がっていない、その男は、私に
そっくりだった。青年の労働の日々はや
がて、目呟くチョコレートの世界史へと
接続する－。

　捜査一課殺人犯捜査係のガンテツこと
勝俣健作と、倉田修二、葉山則之の３人
がそれぞれ手がけた３つの事件。事件の
規模も様相もさまざまだが、共通してい
る点がひとつあった。それは…。

島原図書館（☎64－4115） 有明図書館（☎68－5808）

島原図書館

有明図書館

（子ども対象）

♦島原図書館ホームページでも蔵書の検索ができます
http://www.shimabara-city-libraries.jp/

　軽自動車税・自動車税は主なコンビニエンススト
アで納付することができます。
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◆市ホームページアドレス ◆携帯電話版市ホームページ
http://www.city.shimabara.lg.jp/

◆島原市の人口（4月1日現在）
人　口
　男
　女
世帯数

URL http://www.city.shimabara.lg.jp/m/出生40件　死亡64件　転入207件　転出487件

（前月比 －376）
（前月比 －211）
（前月比 －165）
（前月比 －  49）

48,387
22,495
25,892
18,736

人
人
人
世帯

　携帯電話版の市ホームペー
ジも開設しています。QRコー
ド対応機種の携帯電話では、
左のコードからアクセスして
ください。また、URLを直接
入力してもアクセスできます。
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